
次の発行は2月１日の予定です。

議会だより発行月 ２月 ５月 ８月 11月

平成30年度の決算を認定しました ▶ p.2

どうなる？三芳町のお財布事情 ▶ p.6

一般質問（13人が町政を問う） ▶ p.12

▶ 表紙写真に関する記事が10ページにあります。

議会だより

2019 年 11月1日発行
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台
風
19
号
に
よ
る

　町
内
の
被
害
状
況
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令和元年
第5回 定例会

（8月30日〜9月24日）

　
令
和
元
年
第
５
回
定
例
会
が
８
月
30
日
か
ら
９
月
24
日

ま
で
26
日
間
の
会
期
に
渡
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
で
は
町
長
提
出
の
報
告
6
件
、議
案
10
件
、

同
意
１
件
、
認
定
６
件
が
あ
り
、
す
べ
て
原
案
通
り
「
可

決
」「
認
定
」
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、議
員
提
出
の
意
見
書
３
件
の
う
ち
、２
件
を
「
可

決
」、
１
件
を
「
否
決
」
と
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
13
人
の
議
員
が
４
日
間
に
渡
り
、
活

発
な
議
論
を
展
開
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
町
政
を
問
い

ま
し
た
。

決算委員会で委員より提起された意見

平成30 年度の決算を   認定しました
令和元年 第 5 回三芳町議会定例会

一般会計歳入総額

137 億 2540 万 7610 円
前年度比 3 億 2097 万 3504 円増

一般会計歳入歳出の差引残額

9 億 9920 万 992 円
前年度比 2 億 6515 万 3023 円増

一般会計歳出総額

127 億 2620 万 6618 円
前年度比 5582 万 481 円増

①同一事業に対し複数の款の費目より支出があった。今後はしっかりと整理をすること
が必要ではないか。

②一部において決算書の訂正があったので、決算書の作成は十分に精査すべきではない
か。

③国際交流事業としての中学生海外派遣事業だが、今後は財政状況や事業数など精査
し、必要な職員の採用と育成を計画的に実施すべきではないか。

④中国の世界農業遺産の先進地視察が、東アジア農業遺産学会への先進地視察の残金が
使われた。本来は補正等で対応すべきではなかったか。

⑤建築物耐震改修促進事業が未執行となったが、利用促進のため固定資産税等の減免措
置なども周知徹底すべきではないか。

⑥自然の森・レクリエーション公園の防球ネット工事が終了したが、地域住民の安全安
心には不十分ではないか。

⑦歴史民俗資料館の文化財収蔵庫借上料が年間336万円で既に9年継続しているが、経
費削減の検討をすべきではないか。

⑧公共交通補助事業については、利用者の申請・請求に関する手続きの簡素化や補助金
の増額など検討すべきではないか。
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平成30 年度の決算を   認定しました
令和元年 第 5 回三芳町議会定例会

公明党

　財政厳しい中、
高齢者への公共交通補助事業や学
校トイレの洋式化事業、被災者支
援システムの導入、スズメバチ等
駆除への補助等、公明党が要望し
た事業が行われた事を評価する。
今後も行財政改革に努め、防災対
策や交通安全対策に努めるよう要
望し、賛成する。

賛
成

輝

　中学生海外派
遣事業で出発時刻の確認が直前ま
でされなかった。一つの事業に対
して複数の款から予算が執行され
るなどの課題がみられた。職員配
置の適正化、各事業の必要性の精
査等を求めるが、適切に予算は支
出されていたので賛成する。

賛
成

日本共産党

　学校トイレ洋
式化改修事業、スズメバチ等駆除
補助金、公共交通補助事業等は評
価できるが公共交通事業は更に利
用しやすく改善が必要。国際交流
事業は財政全体でのバランスを考
え精査すべき。残債 1 億 6 千万
円を残しての町立第二保育所建物
無償譲渡、三芳スマート IC への
財政集中には賛成できない。

◆公共交通補助事業　190 万円
75 歳以上の方を対象に年間 5000 円の補助を行う
◆学校トイレ改修工事設計業務委託　333 万円
三芳小学校・唐沢小学校のトイレ洋式化に向け設計を行う
◆コミュニティ・スクール推進体制構築事業　27 万円
学校と地域住民が力を合わせて学校の運営に取り組むため研究を進めた
◆スズメバチ等駆除事業補助金　15 万円
スズメバチ等の巣の駆除処理に対し 1 件 5000 円の補助を行う

一般会計決算　平成30年度に実施された新規事業
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学
童
保
育
室
へ
の
異
動
も
あ

る
。

問

障
が
い
者
就
労
支
援
セ

ン
タ
ー
と
の
相
談
で
精
神

障
が
い
の
人
も
就
職
に
繋

が
っ
た
の
か
。

答

繋
が
っ
た
人
は
た
く
さ

ん
い
る
。

問

ス
ズ
メ
バ
チ
駆
除
費
は

予
算
に
は
無
か
っ
た
が
、

発
生
場
所
は
ど
こ
か
。

答

北
永
井
の
さ
ん
く
の
さ

と
。

問

み
よ
し
ま
つ
り
の
有
料

席
代
と
は
。

答

ペ
タ
リ
ン
グ
ジ
ャ
ヤ
市

の
方
の
席
、
３
０
０
円
×
20

席
分
を
実
行
委
員
会
へ
支
出

し
た
。

問

東
武
東
上
線
改
善
対
策

協
議
会
で
の
ホ
ー
ム
ド
ア

設
置
の
要
望
は
し
て
い
る

の
か
。

答

富
士
見
市
は
要
望
し
て

い
る
。
町
も
行
う
。

問

生
活
サ
ポ
ー
ト
事
業
の

増
額
要
因
は
。

答

利
用
者
と
利
用
回
数
が

増
え
て
い
る
。

問

正
規
保
育
士
は
全
員
第

二
保
育
所
か
ら
第
三
保
育

所
へ
異
動
し
た
の
か
。

答

み
ど
り
学
園
、
児
童
館
、

問

減
免
対
象
の
課
税
保
留

処
分
台
数
は
。

答

５
件
。

問

住
居
の
差
し
押
さ
え
件

数
は
。

答

22
件
。

問

不
動
産
売
買
収
入
と
あ

る
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の

な
の
か
。

答

都
市
計
画
道
路
の
残
地

を
売
却
し
た
。

◆ 
歳　
出 

◆

問

国
際
交
流
事
業
で
の
消

耗
品
費
66
万
４
２
０
０
円

の
使
途
は
。

答

み
よ
し
ま
つ
り
関
係
で

国
際
交
流
記
念
ポ
ロ
シ
ャ
ツ

２
６
０
枚
、
39
万
６
５
５
１

円
や
ペ
タ
リ
ン
グ
ジ
ャ
ヤ
市

の
方
に
着
て
い
た
だ
い
た
浴

衣
小
物
一
式
８
組
、
５
万

８
６
４
４
円
な
ど
が
あ
る
。

一 般 会 計 決 算 の 主 な 質 疑

平
成
30
年
度
決
算
を
議

長
、
監
査
委
員
を
除
く

13
名
で
３
日
間
に
わ
た

り
審
議
し
ま
し
た
。

◆ 

歳　
入 
◆

問

台
風
24
号
に
よ
る
農
業

施
設
被
害
へ
の
補
助
金
は
。

答

工
事
完
了
次
第
順
次
支

払
わ
れ
る
。
令
和
元
年
度
に

補
助
金
が
入
る
の
で
支
出
し

て
い
く
。

問

県
補
助
金
と
し
て
地
域

自
殺
対
策
緊
急
強
化
交
付

金
が
交
付
さ
れ
て
い
る
が
、

町
内
の
平
成
30
年
度
の
自

殺
者
数
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

答

40
歳
代
〜
60
歳
代
が
６

名
。
70
歳
代
が
１
名
。
20
歳

未
満
が
１
名
。

問

軽
自
動
車
税
の
公
益
減

免
台
数
は
。

答

６
団
体
、
25
件
。

みよしまつりマレーシアの
民族舞踊を披露

民間に移管した
町立第二保育所さんくのさと
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問

ア
ラ
イ
グ
マ
の
駆
除
は

あ
っ
た
の
か
。

答

３
頭
あ
っ
た
。

問

入
間
東
部
地
区
労
働
行

政
担
当
課
事
務
連
絡
会
の

「
マ
ナ
ー
講
習
会
」
の
内
容

は
。

答

12
社
参
加
で
会
社
従
業

員
の
安
全
・
健
康
の
「
健
康

セ
ミ
ナ
ー
」
を
実
施
し
た
。

問

産
業
祭
の
支
出
４
４
０

万
円
で
40
万
円
増
と
な
っ

て
い
る
が
使
途
は
。

答

テ
ン
ト
組
み
立
て
な
ど

の
業
者
へ
の
委
託
費
。

問

和
歌
山
県
で
行
わ
れ
た

東
ア
ジ
ア
農
業
遺
産
学
会

の
参
加
者
は
。

答

町
長
、
秘
書
広
報
室
長
、

観
光
産
業
課
長
と
担
当
職

員
、
実
践
農
業
者
２
名
の
計

６
名
。

問

道
路
台
帳
作
成
委
託
料

が
平
成
29
年
度
よ
り
も

１
０
０
０
万
円
増
の
要
因

は
。

答

過
去
に
わ
た
る
発
注
漏

れ
を
追
加
し
た
た
め
。

問

三
芳
ス
マ
ー
ト
IC
の
関

係
機
関
と
の
協
議
資
料
は

公
開
で
き
る
の
か
。

答

５
、６
枚
の
協
議
資
料
は

完
成
し
て
い
る
の
で
公
開
で

き
る
。

問

既
存
住
宅
の
耐
震
診

断
・
耐
震
改
修
及
び
建
替

え
費
用
助
成
の
実
績
が
無

か
っ
た
が
、
１
件
あ
た
り

の
助
成
額
は
。

答

耐
震
診
断
は
最
大
５
万

円
。
改
修
・
建
替
え
は
最
大

20
万
円
。

問

中
学
生
自
転
車
ヘ
ル

メ
ッ
ト
購
入
補
助
金
の
実

績
は
。

答

三
芳
中
学
校
の
18
名
、

１
万
８
０
０
０
円
を
補
助
し

た
。

問

学
校
か
ら
施
設
修
繕
費

や
備
品
購
入
費
な
ど
の
要

望
が
出
さ
れ
る
と
思
う
が
。

答

要
望
は
あ
る
が
、
年

２
０
０
万
円
を
限
度
と
し
て

お
願
い
し
て
い
る
。

問

部
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

指
導
員
謝
礼
が
、
予
算
額

に
比
べ
決
算
額
が
少
な

か
っ
た
理
由
は
。

答

10
名
募
集
し
た
が
７
名

し
か
確
保
で
き
な
か
っ
た
。

問

文
化
財
収
納
庫
借
上
げ

料
と
は

答

民
間
の
倉
庫
を
借
上
げ
、

資
料
館
の
収
蔵
庫
に
入
ら
な

い
も
の
な
ど
を
収
蔵
し
て
い

る
。

問

収
納
だ
け
で
は
な
く
有

効
に
活
か
さ
れ
る
場
は
。

答

ま
ず
保
存
を
第
一
に
考

え
て
い
る
。
資
料
館
の
企
画

展
等
で
利
用
す
る
よ
う
努
め

て
い
る
。

一 般 会 計 決 算 の 主 な 質 疑

産業祭

三芳スマートIC のフル化に伴い
広がった交差点
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主
な
質
疑

問

昨
年
度
に
比
べ
て
将
来
負
担

比
率
の
数
値
は
下
が
っ
た
が
、
今

後
の
５
年
間
の
方
向
性
を
ど
う

捉
え
て
い
る
か
。

答

当
分
大
型
の
借
り
入
れ
が
な

け
れ
ば
将
来
負
担
比
率
は
下
が

る
見
込
み
。

問

公
債
費
は
令
和
元
年
度
が

ピ
ー
ク
と
の
説
明
が
以
前
あ
っ

た
が
、
今
後
の
見
通
し
は
。

答

来
年
度
以
降
も
返
済
額
は

14
億
〜
15
億
円
に
な
る
。
令
和

５
年
度
く
ら
い
ま
で
は
実
質
公

債
費
比
率
は
10
％
〜
11
％
で
推

移
し
て
い
く
と
思
う
。

問

県
内
の
自
治
体
と
比
べ
た

時
、
三
芳
町
の
財
政
健
全
化
指

数
の
状
況
は
。

答

実
質
公
債
費
比
率
は
県
内
市

町
村
の
平
均
が
４・
７
％
、
将
来

負
担
比
率
は
19
・
9
％
と
な
っ

て
い
る
。

問

町
の
将
来
負
担
比
率
は
特
に

高
い
が
、
数
値
を
下
げ
る
こ
と

を
意
識
し
て
施
策
を
行
っ
て
い

る
の
か
。

答

他
自
治
体
と
町
で
は
標
準
財

政
規
模
や
地
方
交
付
税
な
ど
条

件
は
異
な
っ
て
い
る
が
、
町
と

し
て
は
常
に
町
債
の
現
在
高
や

返
済
額
を
気
に
し
て
起
債
す
る

よ
う
に
し
て
い
る
。

　
平
成
30
年
度
の
町
の
財
政
の
健
全
化
判
断
比
率
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
平
成
21
年
４
月
に
全
面
施
行
さ
れ
た「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」に
よ
り
、

自
治
体
は
4
つ
の
財
政
指
標
を
毎
年
度
チ
ェ
ッ
ク
し
、
ど
れ
か
一
つ
で
も
指
標
の
基
準（
早
期
健
全

化
基
準
・
財
政
再
生
基
準
）に
達
す
る
と
自
主
的
に
財
政
健
全
化
計
画
と
財
政
再
生
計
画
を
策
定
・

実
施
し
て
早
期
の
財
政
再
建
を
図
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
比
率
は
町
の
監
査
委
員
の
審
査
に
付
し
た
う
え
で
議
会
に
報
告
さ
れ
ま
す
。

どうなる？三芳町の   お財布事情

町の一般会計の赤字額が、町が自由に使える収入額に対してどのくらいの
割合かを示したものを実質赤字比率といい、さらに国民健康保険などの特
別会計や、水道と下水道の公営事業会計といったすべての会計の数値を合
わせたものを連結実質赤字比率といいます。
三芳町はどの会計も黒字のため、数値は実質赤字比率が－10.54％、連結
実質赤字比率は－30.00％となりいずれも早期健全化基準には達しており
ません。

実質赤字比率、連結実質赤字比率とは

健全化判断比率 平成 30 年度 早期健全化基準

①実質赤字比率 − 13.64%

②連結実質赤字比率 − 18.64%

③実質公債費比率 10.4% 25.00%

④将来負担比率 112.8% 350.00%

（備考）各比率が算定されない場合は、「−」の記載です。

平成 30 年度三芳町健全化判断比率

報告第 号7
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どうなる？三芳町の   お財布事情
実質公債費比率とは

将来負担比率とは

町の借金（ 地方債）の返済額（公債費 ）が財源（標準財政規模 ）に対してどのくらいの割合かを
示す数値です。近3カ年の平均で表示されます。

なお、埼玉県の市の平均値は4.7 ％、町村は 7.0 ％（いずれも平成29 年度数値 ）となり、三芳
町の同年度の数値 9.7％は県内市町村でワースト 3 位です。これは平成 27年度に完成した環
境センター（ ゴミ処理場 ）と中央公民館・給食センターの建設費の返済が始まったことが大き
な要因となっています。計算式の関係上、地方交付税不交付団体である三芳町は不利な数値が
出てしまうのですが、それを差し引いても厳しい財政状況が表されています。

実質公債費比率 単年度実質公債費比率 元利償還金

平成 28 年度   8.7％   9.53％ 13 億 5728 万円

平成 29 年度   9.7％ 10.87％ 14 億 8749 万円

平成 30 年度 10.4％ 10.99％ 15 億 6837 万円

借金や職員の退職金など、将来支払わなければならない負債が、1年間の収入や貯金（基金等）の見込
みに対してどれくらいあるのかを判断する数値です。

平成 29 年度の埼玉県内の市の平均は17.8％、町村は44.3％です。三芳町の数値は
好転してきているものの、残念ながら埼玉県内の市町村でワースト 1 位となっていま
す。早期健全化基 準（イエローカード ）の 350％にはまだ差がありますが、計 画
的に貯金（ 基 金 ）を積み上げていく、安易に借金をしない（ 町債を発行しない）な
どの対策が必要とされているのが分かります。

111.6

130.5

136.3

123.1

112.8

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

140

135

130

125

120

115

110

105

100 
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歳
入
総
額

４
億
７
３
３
６
万
４
９
２
９
円

特
別
徴
収
保
険
料

（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）

２
億
１
１
２
３
万
１
４
５
０
円

普
通
徴
収
保
険
料

（
納
付
書
・
口
座
振
替
で
払
い

込
み
）

１
億
７
８
３
１
万
７
８
３
０
円

歳
出
総
額

４
億
６
８
８
６
万
９
９
８
３
円

差
引
残
額

４
４
９
万
４
９
４
６
円

加
入
者
が
減
っ
て
い
る
の
は
、

加
入
者
が
後
期
高
齢
者
（
75
歳

以
上
）
に
年
々
移
行
し
て
い
る

た
め
。

歳
入
総
額

24
億
７
２
８
６
万
６
７
４
９
円

国
か
ら

４
億
２
１
４
２
万
８
１
０
２
円

県
か
ら

３
億
２
４
１
１
万
８
６
５
０
円

町
の
一
般
会
計
か
ら

３
億
２
６
７
２
万
８
８
０
５
円

歳
出
総
額

23
億
１
５
６
３
万
５
８
１
６
円

保
険
給
付
費

20
億
３
４
９
４
万
１
３
０
２
円

（
利
用
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
事
業
者
に
支
払
わ
れ
る

費
用
）

差
引
残
額１

億
５
７
２
３
万
９
３
３
円

　
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
こ

と
か
ら
、
介
護
予
防
の
推
進
に

よ
る
介
護
給
付
費
の
抑
制
な

ど
、
健
全
運
営
の
努
力
が
望
ま

れ
る
。日本共産党

　町は、65 歳以上の方の介護保険料
を、月 4000 円から月 4700 円に値上

げした。住民負担にすべきではない。国負担割合は
17.04% と低い。早急に 30% へと引き上げるべき。特
別養護老人ホームの待機者は 47 名。ふじみ野市・富士
見市・三芳町で協議して、公的責任で施設を造るべきだ。

日本共産党
　所得の少ない人に高い国民健康保
険税を負わせているという構造的問

題であるのに、それを値上げという形で加入者に負担
を転嫁するべきではない。収入の無い赤ちゃんにまで
保険税が掛かる均等割も問題である。一般会計からの
繰り入れと、多子世帯の均等割免除を求め反対とする。

＊
特
別
会
計
と
は

　
一
般
会
計
は
町
の
様
々
な
事

業
に
対
応
し
た
大
き
な
お
財
布

で
あ
る
の
に
対
し
、
特
別
会
計

は
個
別
の
事
業
の
状
況
や
資
金

運
営
を
明
確
化
す
る
た
め
に

個
々
に
小
さ
な
お
財
布
を
設
け

た
も
の
で
す
。

歳
入
総
額

41
億
２
６
０
３
万
８
９
０
１
円

国
か
ら

８
０
０
０
円

県
か
ら27

億
９
３
４
万
７
５
５
３
円

町
の
一
般
会
計
か
ら

２
億
８
０
０
０
万
円

歳
出
総
額

39
億
９
２
０
５
万
３
１
４
８
円

保
険
給
付
費

26
億
７
７
２
万
２
９
５
４
円

差
引
残
額

１
億
３
３
９
８
万
５
７
５
３
円

前
年
と
比
べ

▲
５
４
９
４
万
４
９
６
７
円

平
成
30
年
度

特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

国民健康保険
加入者数

年度 加入者数（人）
28 1 万   34
29 9,335
30 8,762

特定健診の対象人数、受診者数、受診率
及び給付実績

年度 対象人数（人） 受診者数（人） 受診率（%） 給付額
28 7819 3142 40.18 3199 万 6530 円
29 7312 2934 40.13 2885 万 8910 円
30 6908 2849 41.24 2828 万 2780 円
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歳
入
総
額

７
億
７
３
１
２
万
２
０
１
１
円

歳
出
総
額

７
億
７
２
６
２
万
４
５
３
８
円

差
引
残
額

49
万
７
４
７
３
円

　
こ
の
残
額
は
、
下
水
道
事
業

に
つ
い
て
地
方
公
営
企
業
法
が

適
用
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
同

法
の
規
定
に
よ
る
特
別
会
計
へ

引
き
継
い
だ
。

給
水
に
か
か
る
会
計

収
益
的
収
入

８
億
８
４
４
０
万
４
７
３
１
円

営
業
収
益

８
億
１
６
０
０
万
６
４
８
円

収
益
的
支
出

８
億
６
９
７
万
２
５
７
５
円

営
業
費
用

７
億
５
９
９
９
万
３
１
３
４
円

水
道
管
や
設
備
な
ど
の
資
産

管
理
に
か
か
わ
る
会
計

資
本
的
収
入

１
億
４
１
９
５
万
８
８
６
８
円

企
業
債
（
借
金
）

１
億
３
３
７
０
万
円

資
本
的
支
出

２
億
８
３
６
９
万
４
４
３
１
円

建
設
改
良
費

１
億
６
７
９
３
万
６
１
７
８
円

中
央
監
視
設
備
更
新
工
事

そ
の
他
水
道
管
敷
設
工
事
な
ど

企
業
債
償
還
金
（
借
金
返
済
）

１
億
１
５
７
５
万
８
２
５
３
円

議
案
第
55
号

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）

　
２
億
８
７
０
９
万
６
０
０
０

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
１
２

７
憶
５
７
８
２
万
４
０
０
０
円

と
す
る
。

主
な
も
の

・
上
富
小
学
校
ト
イ
レ
改
修
工

　
事
設
計
業
務
委
託
料

１
５
５
万
７
０
０
０
円

　
予
定
よ
り
も
工
事
を
早
め
る

こ
と
に
な
っ
た
。

・
主
食
費
調
整
事
業

１
５
４
万
８
０
０
０
円

　
民
間
保
育
所
等
の
３
〜
５
歳

児
に
一
人
当
た
り
１
０
０
０
円

を
補
助

・
廃
棄
物
対
策
事
業

　
粗
大
ゴ
ミ
処
理
手
数
料
を
納

付
す
る
券
を
作
成	

41
万
８
０
０
０
円

・
残
土
処
分
業
務
委
託
料

９
７
２
万
９
０
０
０
円

　
道
路
清
掃
等
で
発
生
し
た
残

土
を
処
分

・
道
路
改
良
工
事	８

６
０
０
万
円

①
町
道
幹
線
５
号
線
道
路
改

良
工
事　
50
ｍ　
歩
道
が

つ
な
が
る

②
町
道
北
永
井
９
号
線
地
盤

改
良
工
事　
32
ｍ　
陥
没

部
分
の
地
盤
改
良

　
そ
の
他
３
件

・
国
庫
補
助
金

　
幼
児
教
育
無
償
化
に
伴
う
実

施
費
用

３
５
９
３
万
７
０
０
０
円

・
県
補
助
金

　
幼
児
教
育
無
償
化
に
伴
う
実

施
費
用

１
８
２
９
万
７
０
０
０
円

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
利
用
環
境

整
備
費２

７
７
万
２
０
０
０
円

議
案
第
52
号

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算

　
１
億
６
３
５
７
万
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
を
27
億
６
０

９
４
万
円
と
す
る
も
の
。

議
案
第
53
号

下
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
　

収
益
的
支
出
の
予
定
額
を

３
１
８
万
６
０
０
０
円
減
額

し
、
７
億
５
３
０
３
万
９
０

０
０
円
と
す
る
も
の
。

　

資
本
的
支
出
の
予
定
額
を

16
万
７
０
０
０
円
追
加
し
、

２
億
８
３
７
２
万
９
０
０
０
円

と
す
る
も
の
。

　
主
に
人
事
異
動
等
に
伴
う
人

件
費
の
増
減
に
よ
る
も
の
。

議
案
第
54
号

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

　

収
益
的
支
出
の
予
定
額
を

２
６
９
万
５
０
０
０
円
追
加

し
、
８
億
３
６
９
８
万
１
０

０
０
円
と
す
る
も
の
。

　

資
本
的
支
出
の
予
定
額
を

46
万
１
０
０
０
円
追
加
し
、

３
億
５
４
７
６
万
９
０
０
０
円

と
す
る
も
の
。

　
主
に
人
事
異
動
等
に
伴
う
人

件
費
の
増
に
よ
る
も
の
。

下
水
道
事
業
特
別
会
計

水
道
事
業
会
計

上富小学校のトイレが改修されます

歩道がつながります

補
正
予
算
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「
高
齢
者
の
安
全
運
転
支
援

と
移
動
手
段
の
確
保
を
求

め
る
意
見
書
」

　

東
京
・
池
袋
で
高
齢
者
が
運

転
す
る
車
が
暴
走
し
、
母
子
２

人
が
亡
く
な
っ
た
事
故
以
降
も

高
齢
運
転
者
に
よ
る
事
故
が
続

い
て
い
る
。

　
一
方
、地
方
で
は「
生
活
の
足
」

と
し
て
車
が
欠
か
せ
な
い
高
齢

者
も
多
い
。
そ
こ
で
、
総
合
的

な
事
故
防
止
策
と
し
て
、
高
齢

運
転
者
の
安
全
運
転
支
援
と
地

域
に
お
け
る
移
動
手
段
の
確
保

を
求
め
る
。

提
出
先　
国
関
係
機
関

柔
軟
仕
上
げ
剤
な
ど
家
庭

用
品
に
含
ま
れ
る
香
料
の

成
分
表
示
等
を
求
め
る
意

見
書
に
つ
い
て

　

家
庭
で
使
用
す
る
柔
軟
仕
上

げ
剤
や
消
臭
剤
等
に
含
ま
れ
る

香
料
の
化
学
物
質
に
よ
っ
て
、

頭
痛
、
吐
き
気
な
ど
の
化
学
物

質
過
敏
症
を
発
症
す
る
人
が
増

え
続
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
こ

れ
ら
健
康
被
害
が
ま
だ
社
会
的

に
充
分
認
知
さ
れ
て
い
る
と
は

言
え
ま
せ
ん
。
因
果
関
係
の
調

査
・
研
究
と
実
態
把
握
の
調
査

を
求
め
ま
す
。

提
出
先　
国
関
係
機
関

意

見

書

議
案
第
48
号

会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
等
に

関
す
る
条
例

○会計年度任用職員へ移行する特別職
　非常勤嘱託員、嘱託保健師、嘱託助産師、

嘱託看護師、嘱託管理栄養士
　内職相談員、消費生活相談員、教育相談

員、社会教育相談員
○町との契約等に移行する特別職
　行政連絡区正副区長、住民相談員、交通

指導員

同意しました
同意第 7 号
　任期満了に伴う委員の任命について、
議会に同意を求められたので、適任と認
め同意しました。
三芳町教育委員会委員� 池 上 善 一 氏

表紙写真のご紹介
　10月 12日から 13日にかけて東日本に上陸した台風 19号は河川の氾濫による浸水や土砂
崩れなど甚大な被害を残していきました。三芳町内でも倒木４件、道路冠水 10件、床下浸水
10軒、停電 300件、車両水没 4台などの被害が確認されています（10月 15日現在）。
　また、総合グラウンドにも大量に水が溜まり、14日に延期されていた町民体育祭は中止と
なりました。
　今年度は一般下水道全体計画が策定されますが、計画に基づいた早急な整備が求められると
ともに、日頃の雨水枡や道路の定期的な清掃の重要性が再確認されました。
　写真は幹線 19号線と竹間沢東地区の町道の被害状況です。

お
詫
び
と
訂
正

議
会
だ
よ
り
第
１
７
３
号
に

お
い
て
左
記
の
と
お
り
誤
り

が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
訂

正
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
読

者
の
皆
様
な
ら
び
に
関
係
各

位
に
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

訂
正
箇
所

16
ペ
ー
ジ
及
び
17
ペ
ー
ジ
の

議
員
賛
否
表
中

議
員
名

誤
）
細
谷　
三
男

正
）
細
谷　
光
弘

同
意
「
三
芳
町
監
査
委
員
の

選
任
同
意
に
つ
い
て
」
の
山

口
正
史
議
員
の
賛
否

誤
）
○

正
）
除
斥

第
3
回
臨
時
会（
16
ペ
ー
ジ
）

の
審
議
結
果
中
の
菊
地
浩
二

議
員
の
全
て
の
賛
否

誤
）
○

正
）
早
退

日本共産党
　本条例により非正規職員の処遇改善
に繋がる点は評価するが、非正規職員

に対して法的根拠を与え、非正規化を進めることに繋が
りかねない。同一労働同一賃金が求められるが、フルタ
イム職員であっても正規職員との差が大きく、フルタイ
ムとパート間の格差も問題であり反対する。
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令和元年第 5 回定例会　審議結果
議
員
名

結
果　

三芳みらい 日本共産党 公明党 輝
井
田　
和
宏

細
田　
三
恵

林　
　
善
美

細
谷　
光
弘

山
口　
正
史

吉
村
美
津
子

増
田　
磨
美

本
名　
　
洋

小
松　
伸
介

桃
園　
典
子

内
藤
美
佐
子

久
保　
健
二

鈴
木　
　
淳

菊
地　
浩
二

落
合　
信
夫

■報告
平成 30 年度三芳町一般会計継続費精算報告書について 報告のみ
平成 30 年度三芳町下水道事業特別会計継続費精算報告書について 報告のみ
平成 30 年度三芳町健全化判断比率の報告について 報告のみ
平成 30 年度三芳町下水道事業特別会計資金不足比率の報告について 報告のみ
平成 30 年度三芳町水道事業会計資金不足比率の報告について 報告のみ
専決処分事項の報告について（令和元年度三芳町一般会計補正予算（第 3 号）） 報告のみ
■条例
三芳町議会基本条例の一部を改正する条例 原案可決 議長○○○○○○○○○○○○○○

三芳町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例 原案可決 議長○○○○○○○○○○○○○○

会計年度任用職員の報酬等に関する条例 原案可決 議長○○○○×××○○○○○○○
■補正予算等
三芳町道路線の廃止について 原案可決 議長○○○○○○○○○○○○○×
三芳町道路線の認定について 撤回
三芳町道路線の認定について 原案可決 議長○○○○○○○○○○○○○○

三芳町教育委員会委員の任命同意について 原案同意 議長○○○×○○○○○○○○○○

令和元年度三芳町介護保険特別会計補正予算（第 1 号） 原案可決 議長○○○○○○○○○○○○○○

令和元年度三芳町下水道事業会計補正予算（第 1 号） 原案可決 議長○○○○○○○○○○○○○○

令和元年度三芳町水道事業会計補正予算（第 1 号） 原案可決 議長○○○○○○○○○○○○○○

令和元年度三芳町一般会計補正予算（第 4 号） 原案可決 議長○○○○○○○○○○○○○○
■決算認定
平成 30 年度三芳町一般会計歳入歳出決算認定について 原案認定 議長○○○○×××○○○○○○○

平成 30 年度三芳町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 原案認定 議長○○○○×××○○○○○○○

平成 30 年度三芳町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 原案認定 議長○○○○×××○○○○○○○

平成 30 年度三芳町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 原案認定 議長○○○○×××○○○○○○○

平成 30 年度三芳町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 原案認定 議長○○○○○○○○○○○○○○

平成 30 年度三芳町水道事業会計決算認定について 原案認定 議長○○○○○○○○○○○○○○
■陳情・要望
日本政府に対して、国連の「沖縄県民は先住民族」勧告の撤回を求
める意見書の採択を求める陳情書 配布のみ

米軍普天間飛行場の辺野古移設を促進する意見書に関する陳情 配布のみ
東海第二原発の再稼働に反対し廃炉を求める要請 配布のみ
核も戦争もない平和な二十一世紀を求める要望書 配布のみ
1. 天皇陛下の御即位をことほぎ、御健勝を祈り奉するため、即位礼

正殿の儀の前後について、市役所・町役場などの公共施設等にお
いて奉祝記帳所の設置を要請します。

2. 各市町村議会において、賀詞奉呈の決議の採択を要請します。
配布のみ

■意見書
高齢者の安全運転支援と移動手段の確保を求める意見書について 原案可決 議長○○○○○○○○○○○○○○

プラスチックごみ削減対策の強化を求める意見書について 否決 議
長××××○○○×××××○×

柔軟仕上げ剤など家庭用品に含まれる香料の成分表示等を求める意
見書について 原案可決 議長○○○○○○○○○○○○○○

○賛成　×反対■ 議員の賛否公開します ◀︎詳細については議会ウェブサイトをご覧ください。
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問

資
格
取
得
に
か
か
る
費
用

へ
の
助
成
制
度
を
創
設
し
て

は
。答

消
防
団
の
分
団
長
以
上
の

経
験
者
に
は
資
格
要
件
が
免
除

さ
れ
る
の
で
取
得
支
援
し
た

い
。
ま
た
自
主
防
災
組
織
の
補

助
金
要
綱
を
変
更
し
助
成
も
考

え
る
。

読
書
環
境
の
整
備
を

問

障
が
い
者
が
読
書
し
や
す

い
環
境
整
備
の
た
め
の
「
読
書

バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
」
が
成
立
施

行
さ
れ
た
。
町
の
対
応
は
。

答

図
書
館
は
福
祉
課
と
連
携

し
、
実
情
や
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

総
合
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

学
校
給
食
費
の
公
会
計
化

問

保
護
者
へ
の
周
知
は
。

答

今
後
申
込
書
と
口
座
振
替

依
頼
書
を
配
布
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

①
学
校
給
食
費
の
支
払
い
に
コ

ン
ビ
ニ
払
い
や
カ
ー
ド
決
済
を

可
能
に
し
て
は

問

本
町
の
75
歳
以
上
運
転
免

許
保
持
者
の
人
数
は
。

答

平
成
30
年
12
月
末
時
点
で

１
５
９
３
名
だ
。

問

ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
事
故

対
策
と
し
て
、
後
付
け
で
き
る

「
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
時
加
速

抑
制
装
置
」
設
置
に
助
成
は
。

答

国
や
県
で
補
助
制
度
が
創

設
さ
れ
た
ら
、
本
町
で
も
ぜ
ひ

活
用
し
た
く
研
究
を
進
め
る
。

問

安
全
運
転
に
対
す
る
職
員

の
意
識
向
上
に
、
全
公
用
車
に

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
設
置

は
。答

全
公
用
車
の
リ
ー
ス
化
推

進
で
、
リ
ー
ス
時
の
仕
様
に
よ

り
設
置
を
進
め
て
い
る
。

問

消
防
車
両
へ
の
ド
ラ
イ
ブ

レ
コ
ー
ダ
ー
設
置
は
。

答

分
団
車
両
へ
の
設
置
も
計

画
的
に
予
算
計
上
を
進
め
る
。

防
災
士
の
育
成
と
活
用

問

町
内
在
住
の
防
災
士
の
資

格
取
得
者
人
数
は
。

答

令
和
元
年
７
月
末
で
21

名
。問

地
域
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
委
嘱
し
活
躍
の
場
の
提
供

は
。答

先
ず
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

作
り
、
防
災
訓
練
等
に
ご
協
力

い
た
だ
く
よ
う
に
し
た
い
。

高齢ドライバーの交通安全対策内藤美佐子
ないとう  み    さ    こ

公明党 動 画

問

町
内
の
70
歳
以
上
の
免
許

返
納
者
数
は
。

答

平
成
30
年
度
は
１
４
１

名
。問

高
齢
者
が
犠
牲
に
な
る
交

通
事
故
防
止
対
策
は
。

答

免
許
証
自
主
返
納
制
度
が

大
き
な
対
策
。
又
、
交
通
安
全

母
の
会
と
高
齢
者
に
向
け
て
啓

発
活
動
を
年
9
回
行
っ
て
い

る
。問

ア
ク
セ
ル
踏
み
間
違
い
防

止
機
器
に
補
助
金
導
入
し
て

は
。答

県
に
お
い
て
も
補
助
金
制

度
が
研
究
さ
れ
て
い
る
。
ぜ
ひ

国
や
県
の
補
助
金
を
活
用
し
て

折
り
合
い
を
つ
け
た
い
。

公
用
車
等
の
管
理
方
法
に

つ
い
て

問

町
の
公
用
車
の
台
数
は
。

答

50
台
。

問

公
用
車
へ
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
設
置
の
考
え
は
。

答

リ
ー
ス
車
両
18
台
は
設
置

済
。そ
の
他
も
順
次
設
置
す
る
。

問

犯
罪
防
止
の
為
に
も
ド
ラ

イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
設
置
車
両
に

ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
っ
て
町
民
に

周
知
し
て
は
。

答

犯
罪
抑
止
効
果
に
繋
が
る

か
今
後
検
討
し
て
い
く
。

教
科
書
の
採
択
に
つ
い
て

公用車へドライブレコーダー設置

問

採
択
協
議
会
の
構
成
は
。

答

令
和
元
年
度
に
採
択
地
区

を
分
割
し
三
芳
町
、富
士
見
市
、

ふ
じ
み
野
市
で
第
10
採
択
協
議

会
を
設
置
し
教
育
長
及
び
全
て

の
教
育
委
員
に
よ
る
計
15
名
。

問

採
択
協
議
会
の
委
員
に
保

護
者
や
学
識
経
験
者
を
含
め
る

事
は
当
町
で
検
討
は
あ
っ
た

か
。答

第
一
回
第
10
採
択
協
議
会

に
て
協
議
し
た
。

問

教
科
書
展
示
会
の
来
場
者

の
教
員
と
一
般
の
内
訳
は
。

答

教
員
６
９
４
名
、
一
般
60

名
。問

歴
史
教
科
書
か
ら
坂
本
龍

馬
等
の
歴
史
的
な
偉
人
を
消
す

案
が
出
て
い
る
と
い
う
が
ど
う

考
え
る
か
。

答

今
後
教
科
書
会
社
か
ら
発

行
さ
れ
る
歴
史
教
科
書
で
扱
う

歴
史
的
偉
人
等
に
も
確
認
し
て

検
討
し
て
い
く
。

動 画

細 田 三 恵
ほそ    だ    みつ    え

三芳みらい

ドライブレコーダーステッカーの例
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問

教
員
Ｏ
Ｂ
等
で
教
育
支
援

人
材
バ
ン
ク
を
構
築
し
て
は
。

答

教
員
退
職
者
に
再
任
用
等

で
関
わ
っ
て
頂
い
て
い
る
が
バ

ン
ク
構
築
は
今
後
研
究
す
る
。

問

教
員
Ｏ
Ｂ
等
で
長
期
休
業

時
や
放
課
後
の
学
習
支
援
は
。

答

小
学
生
対
象
の
サ
マ
ー

チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル
は
淑
徳

大
学
生
が
対
応
。
放
課
後
や
長

期
休
業
時
は
今
後
研
究
し
て
い

く
。問

教
員
Ｏ
Ｂ
等
で
一
人
親
家

庭
や
外
国
籍
の
生
徒
へ
の
学
習

支
援
は
。

答

今
後
研
究
し
て
い
く
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

問

道
路
の
修
繕
に
関
す
る
通

報
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
件
数
は
。

答

一
年
半
で
５
件
。

問

も
っ
と
利
用
し
や
す
い
よ

う
に
改
善
で
き
な
い
か
。

答

工
夫
し
て
改
善
し
た
い
。

問

適
応
指
導
教
室
へ
の
通
室

児
童
生
徒
の
人
数
の
推
移
は
。

答

小
中
学
生
合
計
で
平
成
28

年
度
は
７
名
、
平
成
29
年
度
は

10
名
、
平
成
30
年
度
は
17
名
。

問

適
応
指
導
教
室
と
教
育
相

談
室
が
同
室
内
に
配
置
さ
れ
て

い
る
が
広
さ
や
環
境
に
つ
い
て

ど
う
考
え
る
か
。

答

メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト

両
面
が
あ
る
と
考
え
る
。
今
後

は
通
室
児
童
生
徒
へ
の
配
慮
を

研
究
し
て
い
き
た
い
。

問

児
童
生
徒
の
心
身
の
状
態

に
配
慮
し
て
個
室
の
配
置
や
、

教
育
相
談
の
充
実
の
た
め
、
相

談
室
の
広
さ
や
場
所
の
改
善

は
。答

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
た
め

の
個
室
は
重
要
と
考
え
る
が
、

ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が
あ
る
の
で

配
慮
し
な
が
ら
、
今
後
、
よ
り

良
い
環
境
作
り
を
研
究
し
た

い
。

学
習
支
援
を
更
に
充
実
へ

問

第
２
期
三
芳
町
教
育
振
興

基
本
計
画
の
「
個
」
に
応
じ
た

き
め
細
や
か
な
指
導
と
は
。

答

理
解
に
応
じ
て
少
人
数
指

導
、
習
熟
度
別
指
導
、
補
充
的

指
導
な
ど
支
援
に
応
じ
た
職
員

を
配
置
し
細
や
か
に
指
導
し
て

い
る
。

学びと心の支援の充実を！
動 画公明党

桃 園 典 子
もも  ぞの  のり   こ

問

蛍
光
灯
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ
変

更
後
の
光
熱
費
の
差
額
は
。

答

年
間
４
１
５
万
円
の
削
減

（
約
43
％
減
）
と
な
っ
た
。

問

防
犯
灯
の
設
置
を
希
望
す

る
場
合
、
申
請
方
法
は
。

答

周
辺
住
民
の
総
意
で
、
行

政
区
長
を
通
し
て
申
請
す
る
。

工
事
検
査
室
の
設
置
に
つ

い
て

問

１
３
０
万
円
を
超
え
る
公

共
工
事
の
件
数
は
。

答

平
成
30
年
度
は
61
件
。

問

工
事
検
査
室
設
置
の
必
要

性
は
。

答

工
事
検
査
グ
ル
ー
プ
に
担

当
課
を
含
め
て
17
名
の
検
査
員

を
配
置
し
て
い
る
。
十
分
な
機

能
を
果
た
し
て
い
る
た
め
、
検

査
室
の
設
置
は
考
え
て
い
な

い
。

問

小
学
校
水
泳
指
導
が
外
部

委
託
と
な
っ
た
経
緯
は
。

答

藤
久
保
地
域
の
整
備
計
画

の
中
で
、
学
校
の
プ
ー
ル
を
建

設
せ
ず
に
民
間
プ
ー
ル
施
設
の

活
用
が
可
能
か
ど
う
か
を
判
断

す
る
た
め
、
試
行
的
に
本
事
業

を
実
施
し
た
。

問

指
導
状
況
は
。

答

天
候
に
左
右
さ
れ
ず
予
定

通
り
の
授
業
時
間
が
確
保
さ
れ

た
。
ま
た
、
児
童
の
レ
ベ
ル
に

応
じ
た
指
導
が
で
き
た
。
バ
ス

で
の
移
動
は
前
後
の
休
み
時
間

を
利
用
し
た
た
め
、
他
の
授
業

へ
の
影
響
は
な
か
っ
た
。

問

実
施
後
の
感
想
は
。

答

児
童
の
85
％
が
上
手
に
泳

げ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
回
答
し

た
。問

令
和
２
年
度
以
降
の
対
応

は
。答

令
和
元
年
度
の
課
題
を
踏

ま
え
試
行
を
検
討
す
る
。

防
犯
灯
に
つ
い
て

問

防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
進
捗

状
況
は
。

答

平
成
31
年
３
月
現
在
、

３
１
２
４
灯
す
べ
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

さ
れ
た
。
設
置
工
事
費
や
修
繕

費
の
平
準
化
を
図
る
た
め
10
年

間
の
賃
貸
借
契
約
を
締
結
し
て

い
る
。

水泳指導の外部委託について
動 画

林　 善 美
はやし         よし     み

三芳みらい

このページをご存知ですか？

ＬＥＤ化された
防犯灯
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答

個
人
情
報
の
問
題
が
あ
る

が
、
可
能
な
限
り
学
校
と
関
連

部
署
と
連
絡
を
取
り
福
祉
に
繋

げ
て
い
き
た
い
。

問

学
校
給
食
で
は
町
の
ア
レ

ル
ギ
ー
対
応
方
針
が
決
ま
っ
て

い
る
が
、
対
応
食
の
提
供
は
始

ま
ら
な
い
。
財
政
状
況
が
理
由

と
し
て
い
る
が
、
理
由
は
そ
れ

だ
け
か
。

答

財
政
状
況
だ
け
で
な
く
、

総
合
的
に
判
断
し
て
い
る
。
現

在
様
々
な
教
育
課
題
が
あ
り
、

今
後
も
協
議
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
ア

レ
ル
ギ
ー
対
応
で
は
児
童
生
徒

の
安
全
を
最
優
先
し
な
が
ら

様
々
な
取
組
み
を
し
て
い
る
。

対
象
者
の
保
護
者
と
の
個
別
面

談
で
安
全
に
配
慮
し
た
現
在
の

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
は
理
解
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

　
学
校
給
食
費
が
令
和
２
年
度

よ
り
町
の
会
計
に
組
み
込
ま
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で

は
不
透
明
な
部
分
も
多
か
っ
た

が
、
大
幅
な
改
善
と
な
る
。
公

会
計
化
に
あ
わ
せ
て
給
食
の
今

後
の
取
組
み
を
う
か
が
う
。

問

保
護
者
に
給
食
の
申
込
書

を
提
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に

な
る
が
、
申
込
書
は
ど
の
よ
う

な
内
容
に
な
る
か
。

答

こ
れ
か
ら
協
議
し
て
い

く
。問

申
込
書
を
提
出
し
な
い
場

合
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る

か
。答

給
食
を
食
べ
る
の
で
あ
れ

ば
提
出
を
お
願
い
し
て
い
く
。

問

現
在
の
会
計
で
平
成
30
年

度
の
剰
余
金
は
約
１
７
０
万
円

あ
る
。
令
和
元
年
度
の
剰
余
金

は
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
う
か
。

答

一
般
会
計
の
雑
入
で
考
え

て
い
る
が
、
財
務
課
と
協
議
し

て
い
き
た
い
。

問

教
育
委
員
会
で
は
公
会
計

に
な
る
と
給
食
費
の
未
納
が
増

え
る
と
懸
念
さ
れ
た
。
実
際
は

三
芳
町
で
は
未
納
は
か
な
り
少

な
い
。教
育
委
員
会
の
見
解
は
。

答

公
会
計
に
な
っ
て
も
未
納

が
増
え
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

問

未
納
者
を
福
祉
に
繋
げ
て

い
く
た
め
に
情
報
の
共
有
は
出

来
る
か
。

変わる！ 学校給食費会計
動 画

菊 地 浩 二
きく    ち    こう    じ

輝

問

資
料
で
は
民
間
施
設
を
複

合
施
設
に
入
れ
る
こ
と
に
よ
り

地
域
の
活
性
化
と
財
政
負
担
の

軽
減
を
目
指
し
て
い
る
が
、
計

画
に
参
画
す
る
民
間
企
業
が
な

か
っ
た
場
合
に
は
単
独
で
も
事

業
を
進
め
る
の
か
。

答

現
時
点
で
は
民
間
企
業
が

参
画
し
な
い
と
は
考
え
て
い
な

い
。問

資
料
で
は
既
存
施
設
の
面

積
が
不
足
し
て
い
る
と
分
析
し

て
い
る
が
、
複
合
化
に
よ
り
面

積
不
足
は
解
消
さ
れ
る
の
か
。

答

総
延
床
面
積
は
縮
小
す
る

が
、
個
々
の
施
設
で
は
広
く
感

じ
ら
れ
る
設
計
を
目
指
し
た

い
。問

複
合
化
の
対
象
と
な
る
の

は
既
存
施
設
だ
け
か
。

答

今
後
の
基
本
計
画
・
実
施

計
画
で
検
討
し
た
い
。

　
今
回
は
藤
久
保
地
域
拠
点
施

設
の
複
合
化
に
つ
い
て
主
に
議

会
の
全
員
協
議
会
に
提
出
さ
れ

た
「
藤
久
保
地
域
拠
点
施
設
基

本
計
画
策
定
に
つ
い
て
」
に
基

づ
い
て
質
問
を
行
う
。

問

複
合
化
に
よ
り
他
施
設
で

実
施
さ
れ
て
い
る
事
業
・
取
組

み
と
連
携
し
や
す
く
な
る
と
あ

る
が
、
連
携
が
出
来
る
事
業
数

は
。答

具
体
的
な
検
討
は
行
っ
て

い
な
い
。
今
後
の
基
本
計
画
策

定
で
検
討
す
る
。

問

機
械
室
や
ト
イ
レ
な
ど
が

共
用
で
き
、
総
延
床
面
積
・
建

設
費
の
削
減
が
可
能
に
な
る
と

あ
る
が
、
削
減
の
目
標
値
は
。

答

現
段
階
で
は
算
出
は
し
て

い
な
い
。
今
後
の
基
本
計
画
策

定
で
検
討
す
る
。

問

複
合
化
に
よ
る
デ
メ
リ
ッ

ト
は
な
い
の
か
。

答

無
い
と
考
え
る
。

問

複
合
化
し
た
場
合
、
次
の

建
替
え
は
考
慮
し
て
い
る
か
。

答

将
来
の
社
会
情
勢
の
想
定

は
出
来
な
い
と
考
え
て
い
る
。

今
後
議
論
は
す
る
が
施
設
の
長

期
利
用
を
検
討
す
る
。

問

本
計
画
の
総
事
業
費
は
ど

の
程
度
か
。

答

60
億
円
の
試
算
を
し
て
い

る
。

藤久保地域拠点施設
複合化計画について

動 画

山 口 正 史
やま  ぐち  まさ  ふみ

三芳みらい
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持
修
繕
工
事
や
注
意
喚
起
看
板

等
の
設
置
、
ま
た
今
後
の
安
全

対
策
や
道
路
整
備
の
た
め
の
交

通
量
調
査
を
実
施
し
た
。

問

公
園
・
緑
地
の
整
備
に
関

し
て
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

答

区
画
整
理
事
業
に
よ
り
新

た
な
公
園
５
箇
所
整
備
し
、
１

箇
所
は
現
在
整
備
を
実
施
中
。

問

藤
久
保
地
域
以
外
の
地
域

へ
の
公
園
の
新
設
の
計
画
は
。

答

今
の
と
こ
ろ
計
画
は
な

い
。問

８
つ
の
要
望
の
中
に
は
高

齢
者
の
憩
い
の
施
設
と
し
て
娯

楽
施
設
の
計
画
も
あ
っ
た
よ
う

だ
が
、
ど
の
よ
う
な
施
設
を
計

画
し
て
い
た
の
か
。

答

町
が
設
置
す
る
娯
楽
施
設

と
い
う
の
は
基
本
的
に
は
な

い
。
20
年
前
に
要
望
が
あ
り
計

画
に
は
あ
っ
た
が
整
備
は
し
て

な
い
。

問

平
成
13
年
３
月
に
策
定
さ

れ
ス
タ
ー
ト
し
た
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
今
年
で
20
年

目
の
最
終
年
度
と
な
る
が
地
域

別
の
整
備
の
達
成
度
は
。

答

計
画
施
設
で
は
中
央
公
民

館
の
建
替
え
、
体
育
館
、
火
葬

場
、
斎
場
施
設
は
達
成
し
た
。

問

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
全
体
構
想
の
中
に
20
年
前

に
は
各
地
域
か
ら
要
望
の
多

か
っ
た
町
民
プ
ー
ル
建
設
の
計

画
が
あ
っ
た
が
ど
う
な
っ
た
の

か
。答

平
成
元
年
に
作
成
さ
れ
た

「
三
芳
町
総
合
振
興
計
画
第
2

次
基
本
構
想
」
の
中
で
は
町
民

プ
ー
ル
の
計
画
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
の
計
画
で
な
く
な
っ
て

い
る
。

問

「
町
民
の
声
」
の
項
目
で

は
、
三
芳
町
全
体
の
都
市
計
画

の
課
題
及
び
将
来
像
に
つ
い
て

８
つ
の
要
望
が
挙
げ
ら
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
を
優
先
し
て
進
め

ま
す
、
と
あ
る
。
こ
の
20
年
間

で
町
民
か
ら
の
声
、
要
望
を
、

ど
の
程
度
叶
え
る
こ
と
が
出
来

た
の
か
。

答

バ
ス
路
線
な
ど
の
交
通
手

段
整
備
に
つ
い
て
は
バ
ス
路
線

の
見
直
し
や
、
本
数
の
増
便
、

道
路
関
係
で
は
生
活
道
路
、
交

通
安
全
、
主
要
道
路
の
整
備
が

挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
道
路
の
維

当町将来設計、事業計画の検証！
動 画

久 保 健 二
  く       ぼ    けん    じ

輝

20 年前の都
市計画に沿っ
て建設された
体育館と中央
公民館

答

埼
玉
県
の
管
理
と
な
っ
て

い
る
の
で
、
低
木
は
毎
年
７
月

と
10
月
、
高
木
は
必
要
な
都
度

に
業
務
委
託
を
し
て
い
る
。

問

特
に
令
和
元
年
度
は
植
栽

の
手
入
れ
の
時
期
が
遅
か
っ
た

が
、理
由
は
把
握
し
て
い
る
か
。

答

川
越
街
道
も
三
芳
町
分
だ

け
で
な
く
他
の
自
治
体
分
も
あ

る
た
め
で
は
な
い
か
と
思
う
。

問

歩
道
の
植
樹
帯
が
多
す
ぎ

て
逆
に
危
険
に
な
っ
て
な
い

か
。答

景
観
の
面
で
も
必
要
と
考

え
る
が
、
危
険
な
箇
所
は
縮
小

や
撤
去
が
可
能
か
確
認
す
る
。

問

川
越
街
道
の
将
来
像
は
。

答

川
越
街
道
は
江
戸
時
代
か

ら
の
歴
史
も
あ
る
。
歩
道
の
確

保
と
い
っ
た
問
題
も
あ
る
の
で

安
全
面
を
重
視
し
て
の
整
備
が

必
要
。
新
し
い
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
で
も
検
討
す
る
。

問

毎
年
町
か
ら
多
額
の
補
助

金
が
投
じ
ら
れ
て
い
る
入
間
東

部
福
祉
会
の
設
立
経
緯
は
。

答

当
時
の
２
市
２
町
の
公
設

公
営
施
設
で
あ
っ
た
福
祉
作
業

所
を
、県
や
厚
生
省
と
相
談
し
、

平
成
元
年
に
２
市
２
町
が
出
資

す
る
社
会
福
祉
法
人
化
し
た
。

問

公
的
な
色
合
い
の
強
い
法

人
だ
が
、
そ
の
存
在
意
義
は
。

答

現
在
の
行
政
課
題
で
あ
る

「
家
庭
環
境
に
よ
り
生
活
の
場

の
確
保
が
必
要
な
方
や
障
害
の

程
度
に
よ
り
民
間
施
設
で
は
対

応
困
難
と
さ
れ
る
障
が
い
者
の

日
中
支
援
を
行
う
」
法
人
と
し

て
の
存
在
意
義
が
あ
る
。

問

町
の
負
担
で
こ
れ
か
ら
建

設
が
始
ま
る
太
陽
の
家
に
入
浴

介
護
施
設
は
設
置
で
き
る
の

か
。答

基
本
設
計
で
は
機
械
浴
、

シ
ャ
ワ
ー
浴
の
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
す
る
よ
う
に
し
た
。

問

太
陽
の
家
通
所
者
以
外
で

も
介
護
の
た
め
の
入
浴
施
設
利

用
を
可
能
と
す
る
考
え
は
。

答

基
本
的
に
は
施
設
を
利
用

さ
れ
る
方
の
ス
ペ
ー
ス
だ
が
今

後
検
討
し
て
い
く
。

川
越
街
道
の
課
題
解
決

問

川
越
街
道
の
樹
木
や
植
栽

の
管
理
方
法
は
。

入間東部福祉会の存在意義は
動 画輝

鈴 木　 淳
すず     き            じゅん

建て直しの決定した現太陽の家



162019 年 11 月１日　議会だより　みよし　No.174

の
環
境
保
全
条
例
を
改
正
す
る

市
町
村
が
増
え
て
い
る
が
、
町

長
と
し
て
は
ど
の
様
な
対
策
を

考
え
て
い
る
の
か
。

答

庁
舎
北
側
の
場
所
は
、
外

観
上
懸
念
を
し
て
い
る
。
法
的

に
は
問
題
な
い
と
い
う
事
だ

が
、
三
芳
町
の
イ
メ
ー
ジ
的
に

は
好
ま
し
い
も
の
で
は
無
い
の

で
し
っ
か
り
と
指
導
し
な
が
ら

も
、
他
市
の
先
進
的
な
条
例
等

も
参
考
に
し
て
研
究
し
て
い
き

た
い
。

そ
の
他
の
質
問

①
三
芳
町
の
将
来
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
と
人
口
減
対
策

②
町
の
町
債
（
借
金
）
の
総
額

と
返
済
計
画

③
財
政
力
指
数
や
財
政
調
整
基

金④
災
害
対
策
基
金

⑤
ふ
る
さ
と
納
税

⑥
み
ど
り
共
生
産
業
ゾ
ー
ン
企

業
誘
致
等
に
つ
い
て

問

現
在
、
町
で
把
握
し
て
い

る
家
電
・
産
廃
・
そ
の
他
を
野

積
み
し
て
い
る
業
者
は
、
何
社

ぐ
ら
い
あ
る
の
か
。 

答

現
在
町
で
把
握
し
て
い
る

数
は
そ
の
他
と
い
う
こ
と
で
４

社
あ
る
。

問

業
者
に
対
し
て
、
町
と
し

て
ど
の
様
な
許
可
・
指
導
・
検

査
等
を
し
て
い
る
の
か
。  

答

４
社
の
内
２
社
が
リ
サ
イ

ク
ル
業
者
、
２
社
が
土
砂
の
堆

積
業
者
と
な
っ
て
い
る
。
土
砂

の
堆
積
業
者
の
許
可
は
埼
玉

県
、
指
導
検
査
等
は
県
の
職
員

と
周
期
的
に
行
っ
て
い
る
。

問

そ
れ
ら
の
保
管
に
対
し
て

基
準
が
あ
る
と
思
う
が
、
町
が

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
の
か
。

答

県
と
合
同
で
半
年
に
１
回

ず
つ
行
っ
て
い
る
。

問

役
場
か
ら
見
え
る
鉄
く

ず
・
金
属
の
山
に
対
し
て
、
現

在
町
と
し
て
ど
の
様
な
規
制
や

指
導
を
し
て
い
る
の
か
。

答

県
と
合
同
で
定
期
的
に
パ

ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い
る
。
町
と

し
て
は
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
と
認

識
し
て
い
る
。
有
価
物
を
扱
う

リ
サ
イ
ク
ル
業
者
自
体
を
規
制

す
る
法
律
は
現
在
な
い
。

問

全
国
的
に
、
廃
棄
物
処
理

法
の
適
用
対
象
か
判
断
が
難
し

い
家
電
製
品
・
鉄
く
ず
等
に
対

し
て
長
野
県
飯
田
市
の
様
に
町

野積み等の規制について
動 画

細 谷 光 弘
ほそ    や    みつ  ひろ

三芳みらい

表
を
教
室
に
掲
示
し
て
い
る
所

も
あ
る
。学
校
に
指
導
し
た
い
。

問

運
動
会
・
体
育
祭
時
、
児

童
生
徒
が
自
席
で
待
機
中
の
暑

さ
対
策
と
し
て
、
寄
贈
を
募
る

等
し
、テ
ン
ト
を
整
備
し
て
は
。

答

ご
理
解
頂
け
る
企
業
も
多

い
と
思
う
の
で
、検
討
し
た
い
。

記
念
事
業
に
つ
い
て

問

令
和
２
年
に
町
制
施
行
50

周
年
を
迎
え
る
。
記
念
事
業
と

し
て
、
魅
力
あ
る
ご
当
地
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
作
成
は
。

答

事
業
決
定
後
、
令
和
２
年

度
交
付
に
向
け
準
備
を
進
め
る
。

問

桜
の
記
念
植
樹
の
実
施
は
。

答

大
変
良
い
事
業
と
考
え
る
。

今
後
事
業
を
検
討
す
る
中
で
の

参
考
事
例
の
一
つ
と
し
た
い
。

問

大
き
な
公
園
整
備
に
関
し
、

特
色
あ
る
遊
具
や
大
型
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
、
健
康
遊
具
を
充
実
さ

せ
る
或
い
は
気
軽
に
利
用
可
能

な
広
場
を
整
備
す
る
等
、
魅
力

あ
る
公
園
づ
く
り
が
必
要
で
は
。

答

（
仮
称
）
令
和
の
森
公
園

整
備
の
中
で
、
提
案
の
よ
う
な

誰
も
が
遊
び
に
行
き
た
く
な
る

公
園
整
備
を
検
討
し
て
い
く
。

問

ド
ッ
グ
ラ
ン
設
置
は
。

答

課
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
部
分
も
あ
る
が
、
設

置
の
方
向
で
検
討
す
る
。

問

バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
設
置

に
対
す
る
考
え
は
。

答

こ
の
点
も
含
め
検
討
す
る
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

問

小
中
学
校
の
置
き
勉
に
つ

い
て
各
校
の
取
組
み
状
況
は
。

答

全
て
の
小
中
学
校
に
お
い

て
、
保
護
者
会
等
を
通
じ
て
学

校
に
置
い
て
良
い
物
等
に
つ
い

て
通
知
し
、
家
庭
学
習
で
必
要

の
な
い
教
材
等
は
教
室
等
で
保

管
す
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

問

学
校
や
学
年
、
教
科
に
よ

り
取
組
み
姿
勢
に
差
は
な
い
か
。

答

家
庭
学
習
に
必
要
と
な
る

事
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
学
校

や
学
年
に
違
い
は
あ
る
。
保
護

者
と
連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問

教
育
長
の
見
解
は
。

答

置
き
勉
可
能
な
物
の
一
覧

住みたくなるような魅力の創出を
動 画

小 松 伸 介
  こ    まつ  しん  すけ

公明党

中学校・国語に
おける教科書等
の量

中学校・社会（地
理のみ）におけ
る教科書等の量
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答

藤
久
保
地
域
拠
点
の
複
合

施
設
の
た
め
の
試
行
だ
っ
た
。

成
果
と
課
題
か
ら
他
の
小
学
校

と
の
整
合
性
も
考
え
て
い
く
。

問

一
般
利
用
者
に
影
響
が

あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
が
今
後

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
く
の

か
。答

一
般
の
利
用
者
に
影
響
が

あ
っ
た
こ
と
は
聞
い
て
い
る
。

今
後
は
円
滑
に
進
め
て
い
け
る

よ
う
に
事
業
者
と
し
っ
か
り
協

議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

藤
久
保
地
域
拠
点
施
設
基

本
計
画
に
つ
い
て

問

郵
政
宿
舎
跡
地
利
用
に
つ

い
て
町
の
考
え
は
。

答

注
目
し
て
い
る
。
日
本
郵

便
で
も
リ
リ
ー
ス
を
考
え
て
い

る
と
聞
い
た
。
小
中
一
貫
校
も

考
え
た
が
推
計
で
更
に
40
億
円

増
と
な
る
。
制
度
変
更
の
準
備

等
諸
条
件
を
考
え
る
と
難
し

い
。

新
民
間
保
育
園
の
状
況
は

問

令
和
元
年
４
月
よ
り
町
立

第
二
保
育
所
が
民
間
の
園
に
変

わ
っ
た
。
民
間
と
な
り
４
か
月

が
過
ぎ
た
が
新
園
の
状
況
は
。

答

円
滑
に
運
営
さ
れ
て
い

る
。問

保
育
士
は
適
正
人
数
が
各

ク
ラ
ス
に
配
置
さ
れ
て
い
る
か
。

答

募
集
要
項
の
基
準
に
沿
っ

て
い
る
事
を
確
認
し
て
い
る
。

問

苦
情
に
よ
る
転
園
希
望

は
。答

転
園
希
望
は
な
い
。

保
育
の
無
償
化
に
つ
い
て

問

保
育
の
無
償
化
に
特
化
し

て
質
問
。
今
ま
で
保
育
料
に
含

ま
れ
て
い
た
副
食
費
は
保
護
者

よ
り
実
費
徴
収
し
て
い
く
の
か
。

答

保
護
者
よ
り
各
園
が

４
５
０
０
円
を
実
費
徴
収
す

る
。問

２
０
１
９
年
４
月
か
ら
主

食
費
補
助
で
保
護
者
負
担
を
軽

減
し
て
い
る
。
喜
ば
れ
て
い
る

施
策
、
今
後
も
続
け
る
か
。

答

引
き
続
き
補
助
を
実
施
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

藤
久
保
小
学
校
の
水
泳
授

業
民
間
委
託
に
つ
い
て

問

町
内
の
他
小
学
校
と
の
整

合
性
を
ど
う
考
え
る
か
。

子どもも大人も住みやすい町に
動 画

増 田 磨 美
ます    だ    ます    み

日本共産党

安全・安心対策を講じるべきでは

に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
に
は
、
意
見
13
件
が
提
出
さ

れ
た
。
意
見
に
は
、
①
基
本
構

想
（
案
）
計
画
化
並
び
に
実
施

に
は
反
対
。
町
自
身
が
財
政
健

全
化
を
唱
え
る
現
状
に
お
い
て

あ
え
て
箱
モ
ノ
づ
く
り
に
ま
い

進
し
負
の
遺
産
を
残
す
の
は
や

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
②
高

齢
化
社
会
の
現
在
お
よ
び
将
来

に
つ
い
て
車
で
利
用
す
る
よ
う

な
施
設
は
合
わ
な
い
。
③
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
福
祉

施
設
を
つ
く
っ
た
方
が
み
ん
な

に
喜
ば
れ
る
。
④
人
口
が
減
少

し
て
い
る
訳
だ
か
ら
、
最
初
の

数
年
は
目
新
し
さ
で
人
が
訪
れ

て
も
ど
ん
ど
ん
利
用
客
が
減
っ

て
い
く
だ
ろ
う
。
な
ど
反
対
意

見
が
多
か
っ
た
が
、
こ
の
事
業

を
実
行
す
る
か
否
か
の
判
断
は

い
つ
頃
行
う
の
か
。

答

三
芳
ス
マ
ー
ト
IC
フ
ル
化

後
、
地
元
の
意
向
も
考
慮
し
採

算
性
も
踏
ま
え
て
判
断
し
て
い

く
。

問

三
芳
東
中
学
校
南
側
の
町

道
幹
線
21
号
線
は
、
歩
道
整
備

が
ほ
と
ん
ど
さ
れ
て
い
な
い
。

整
備
さ
れ
る
ま
で
グ
リ
ー
ン
ベ

ル
ト
で
の
対
応
を
す
べ
き
で

は
。答

出
来
る
所
か
ら
対
応
す

る
。問

三
芳
東
中
学
校
東
側
に
畑

が
あ
る
が
、
一
部
係
争
中
と
の

こ
と
。
地
権
者
と
話
し
合
い
の

回
数
を
増
や
し
て
、
歩
道
整
備

へ
の
協
力
要
請
を
す
べ
き
で

は
。答

努
力
す
る
。

問

県
道
三
芳
・
富
士
見
線
と

町
道
上
富
１
９
２
号
線
の
交
差

点
は
、
見
通
し
が
悪
い
。
安
全

対
策
は
。

答

東
入
間
警
察
署
と
相
談
を

す
る
。

地
権
者
・
事
業
者
不
明
の

建
物

問

上
富
地
域
に
地
権
者
・
事

業
者
不
明
の
建
物
・
残
土
が
あ

り
倒
壊
が
心
配
。安
全
対
策
は
。

答

引
き
続
き
所
有
者
と
連
絡

が
取
れ
る
よ
う
努
め
る
。

（
仮
称
）
三
芳
バ
ザ
ー
ル
賑

わ
い
公
園
基
本
構
想

問

（
仮
称
）
三
芳
バ
ザ
ー
ル

賑
わ
い
公
園
基
本
構
想
（
案
）

動 画

吉村美津子
よしむら  み    つ    こ

日本共産党

藤久保地域拠点施設基本計画
に含まれる施設

地権者・事業者不明の
建物と残土
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ラ
イ
フ
バ
ス
の
路
線
再
編

に
つ
い
て

問

時
期
は
予
定
通
り
11
月

か
。答

令
和
２
年
３
月
に
延
長
を

考
え
て
い
る
が
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
の
可
能
性
も
あ
る
。

問

７
番
線
が
ふ
じ
み
野
駅
に

行
か
な
く
な
る
。
影
響
を
受
け

る
地
域
住
民
へ
の
説
明
は
。

答

説
明
会
を
開
き
、
丁
寧
な

対
応
に
努
め
る
。

香
り
の
害
・
化
学
物
質
過

敏
症
へ
の
対
応
に
つ
い
て

問

被
害
実
態
の
把
握
は
。

答

把
握
し
て
い
な
い
。

問

県
も
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し

て
い
る
。
周
知
・
啓
発
が
必
要

で
は
。

答

関
係
課
と
協
議
、
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問

こ
れ
ま
で
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方

か
ら
の
相
談
は
あ
っ
た
か
。

答

１
件
あ
っ
た
。

問

相
談
件
数
が
少
な
い
理
由

を
ど
う
考
え
る
か
。

答

相
談
す
る
と
い
う
こ
と
は

カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
す
る
こ
と
に

も
な
る
。
相
談
者
に
と
っ
て

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
考
え
る
。

問

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
性
の
多
様

性
を
認
め
あ
え
る
町
に
す
る
に

は
ど
の
よ
う
に
取
組
む
の
か
。

答

ま
ず
住
民
の
理
解
が
必

要
。
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の

精
神
的
フ
ォ
ロ
ー
体
制
の
充

実
、
物
理
的
環
境
整
備
が
必
要

で
あ
る
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及

に
向
け
て

問

担
当
課
の
認
識
は
。

答

化
石
燃
料
は
気
候
変
動
や

環
境
へ
の
悪
影
響
を
及
ぼ
す
た

め
重
要
な
テ
ー
マ
と
認
識
し
て

い
る
。

問

各
地
で
森
林
を
開
発
し
て

の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
設
置
が
問
題

と
な
っ
て
い
る
が
、
本
町
で
も

設
置
は
可
能
か
。

答

可
能
で
あ
る
。

問

太
陽
光
発
電
の
推
進
と
同

時
に
規
制
す
る
条
例
も
必
要
で

は
。答

今
は
考
え
て
い
な
い
。

性の多様性を認めあえる町に本 名　 洋
ほん     な             ひろし

日本共産党 動 画

議 会 活 動 日 誌
２６日　東京都瑞穂町議会
　　　　交通対策特別委員会視察来庁
２７日　入間東部地区事務組合議会定例会

10 月 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　１日　議会広報広聴常任委員会
　３日　埼玉県上里町議会
　　　　議会運営委員会・議会活性化特別委員会
　　　　視察来庁
　７日　総務常任委員会
　８日　岩手県矢巾町議会総務常任委員会視察来庁
１０日　議会広報広聴常任委員会　　
１６日　愛知県東浦町議会文教厚生委員会視察来庁
１７日　埼玉県町村議会議員研修会
２５日・２６日　
　　　　ふれあい座談会（議会報告会）
２８日　茨城県潮来市議会議会運営委員会視察来庁
２９日　鳥取県町村議会議長会視察来庁
３０日　入間郡町村議会議員研修会及び表彰式
３１日　埼玉県皆野町議会
　　　　議会運営委員会・広報常任委員会視察来庁

８月 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　１日　総務常任委員会
　５日　議会運営委員会
　６日　厚生文教常任委員会
　８日　全員協議会
１９日　議会広報広聴常委員会
２２日　全員協議会
２３日　議会運営委員会
　　　　総務常任委員会
３０日～９月２４日
　　　　令和元年第５回三芳町議会定例会
３０日　議会広報広聴常任委員会

９月 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

１０日　全員協議会
　　　　総務常任委員会
１７日　議会広報広聴常任委員会
１９日　厚生文教常任委員会
２０日　議会運営委員会

県作成の
「香りのエチケット」
啓発ポスター
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傍 聴 席 から
9 月定例会を傍聴された方から

ご意見・ご感想をいただきました。

※傍聴が無かった委員会は掲載しておりません。

日　程 人数

本
会
議

８月３０日　議案審議 2

９月　２日　一般質問 31

９月　３日　一般質問 34

９月　５日　一般質問 35

９月１０日　一般質問 8

９月２４日　議案審議 1

委
員
会

９月１０日 （全協） 1

９月１２日 （決算） 1

９月１９日 （厚生） 1

９月２０日 （議運） 1

9月定例会の傍聴者数

一
般
質
問
へ
の
答
弁
を
各
担
当
課
長

が
し
っ
か
り
さ
れ
て
い
て
、
特
に
自
治

安
心
課
・
教
育
長
・
図
書
館
長
等
、
女

性
が
担
当
さ
れ
、
大
変
活
躍
さ
れ
て
い

て
心
強
く
思
い
ま
し
た
。

交
通
安
全
、
教
育
等
、
女
性
の
視
点

で
き
め
細
か
い
対
応
が
さ
れ
て
い
る
と

感
じ
ま
し
た
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

市
・
町
の
違
い
は
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
近
隣
の
取
組
み
で
子
ど
も
達
の
た

め
に
な
る
こ
と
は
、
進
め
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

子
ど
も
達
が
安
心
安
全
に
成
長
で
き

る
町
で
あ
る
こ
と
が
町
の
発
展
に
つ
な

が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

道
路
修
繕
通
報
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
こ

と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
が
あ
ち
こ
ち
を
開
い
て
た
ど
り

つ
く
の
は
、
大
変
不
便
で
す
。
ア
プ
リ

で
も
っ
と
使
い
や
す
く
し
て
ほ
し
い
！

お
願
い
し
ま
す
！

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

私
が
質
問
し
た
い
事
を
議
員
が
質
問

さ
れ
た
の
で
よ
か
っ
た
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

議
員
間
で
質
問
が
重
複
し
な
い
よ
う

に
し
て
、
質
問
を
限
定
し
て
深
堀
り
し

た
具
体
的
な
回
答
を
す
る
よ
う
に
改
善

で
き
な
い
か
。

町
の
回
答
も
具
体
的
に
、
て
い
ね
い

に
答
え
て
ほ
し
い
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

・
藤
久
保
地
域
拠
点
施
設
基
本
計
画
に

つ
い
て
は
、
慎
重
に
研
究
し
て
ほ
し

い
。

・三
芳
町
の
特
徴
あ
る
施
設
を
い
か
す
。

（
図
書
館
・
公
民
館
等
）

・
基
本
計
画
に
保
育
所
が
な
い
。
入
れ

る
べ
き
、
ニ
ー
ズ
調
査
を
参
考
に
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

町
内
に
つ
い
て
会
議
を
し
て
い
る
の

で
住
民
の
方
々
の
傍
聴
参
加
を
希
望
し

ま
す
。

傍
聴
者
が
多
け
れ
ば
各
議
員
の
活
気

に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。
私
達
の

生
活
に
関
わ
る
議
会
に
み
ん
な
が
も
っ

と
関
心
を
持
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
し

た
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

小
学
生
の
置
き
勉
に
つ
い
て
は
、

常
々
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

い
を
感
じ
ま
し
た
。
質
問
者
の
一
層
の

勉
強
を
期
待
し
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

町
内
に
大
き
な
公
園
が
で
き
て
、
町

民
が
安
心
し
て
憩
え
る
場
が
で
き
る
と

よ
い
と
思
い
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

不
登
校
児
童
・
生
徒
に
対
す
る
支
援

と
し
て
教
育
相
談
室
の
充
実
が
大
切
と

感
じ
た
。（
教
育
セ
ン
タ
ー
が
別
に
あ

る
と
良
い
）

道
路
や
公
園
遊
具
等
の
修
繕
通
報

サ
ー
ビ
ス
は
も
っ
と
わ
か
り
や
す
く
住

民
に
周
知
し
て
ほ
し
い
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
他
に
も
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
一
部
を
紹
介
し
ま
し

た
。

終
業
、始
業
式
な
ど
持
ち
物
が
多
く
、

両
手
が
ふ
さ
が
っ
て
い
て
、
学
校
ま
で

の
長
い
距
離
を
歩
く
姿
が
と
て
も
か
わ

い
そ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。
担
任
の
先

生
方
に
注
意
し
て
頂
き
、
持
ち
物
が
少

な
く
な
る
様
に
し
て
頂
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

又
、
環
境
保
全
に
つ
い
て
も
う
少
し

立
ち
入
っ
て
緑
を
守
る
、
環
境
を
守
る

意
識
を
も
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。　

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

始
め
て
傍
聴
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

か
な
り
細
か
い
事
項
の
質
問
が
見
ら

れ
、
少
し
気
に
な
り
ま
し
た
が
、
丁
寧

な
返
答
の
や
り
と
り
を
し
て
い
る
な
あ

と
感
じ
ま
し
た
。

質
問
の
つ
っ
込
み
の
甘
さ
を
感
じ
ま

す
。質

問
者
の
学
習
レ
ベ
ル
に
大
き
な
違
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厚生文教常任委員会は、閉会中の審査とし
て 7 月 8 日に本町の特別支援教育の状況に
ついて、竹間沢小学校と三芳東中学校を訪
問調査しました。

竹間沢小学校に設置されている通級指導教
室では情緒障害に対する通級を実施してお
り、町内の各小学校より 7 名の児童が週に
2 時間ずつ教員と 1 対 1 にて授業を受けて
います。

委員会として、「竹間沢小学校区以外の児
童が、保護者等の送迎が必要であることか
ら、通級指導教室に通えないのであればそ
れは問題です。必要な児童が町内どこに住
んでいても支援が受けられるような環境整
備が必要」との意見をまとめ報告しました。

次に、三芳東中学校に本年 4 月より設置
された特別支援教室では、知的クラスに1名、
自閉・情緒クラスに 1 名が在籍し、丁寧な
授業がなされていることを確認しました。

委員会として「特別支援学級が各小中学校
に設置が進んでいることは評価しますが、藤
久保中学校に特別支援学級がいまだ設置さ
れていないことで、藤久保小学校の特別支
援学級に通っている児童が、学校区の中学

校に通えないことは問題です。今後早急な
環境整備が必要と考えます」との意見をま
とめ報告しました。

今回の調査を通し、本町においてはノーマ
ライゼーションの理念に基づく教育を推進
し、特別な教育的支援が必要な児童生徒の
一人一人のニーズに応じた適切な支援を行
う体制づくりを進めるとともに、教育環境
の整備を図ることの重要性を確認しました。
今後も当委員会は特別支援教育の充実につ
いて注視していきます。

厚生文教常任委員会

委員会活動報告
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議会広報広聴常任委員会ではその名
称からわかる通り、議会の広報と住民
の意見を幅広く聞き入れる広聴に関す
る事項を所管しています。今委員会で
は年に一度のふれあい座談（議会報告
会）の開催と議会だよりの編集・発行
を主に、様々な形で皆様に議会を身近
に感じていただけるよう活動していき
ます。また年明けには、より読みやす
い議会だよりを作るため住民の皆様と
共に議会だよりを作る「議会だよりモ
ニター」を募集する予定です。

議会広報広聴常任委員会

議会を円滑に効率的に運営するため各会派
から選出された委員によって構成され、議運
の管理する仕事の範囲は地方自治法 109 条
で定められています。
①議会の運営に関する事項

�議会の会期日程や運営方法、委員会の構成
などを協議します。

②�議会の会議規則、委員会に関する条例等に
関する事項
�議会運営に関する規則や条例の制定・改廃
を協議します。

③議長の諮問に関する事項
�議長から意見を求められた事項に対し審
査、調査し答申します。

議会運営委員会

総務常任委員会は主に、政策推進室、総務
課、財務課、秘書広報室、税務課、自治安心課、
観光産業課、都市計画課、道路交通課、会計課、
上下水道課、議会事務局の所管に関する事項
及び他の委員会の所管に属さない事項等を取
扱っています。

公共交通、また生活道路等の安全対策等も

当委員会の所管となります。
11 月 11 日〜 12 日の 2 日間、今後の一大

事業として注目され、藤久保地域拠点構想の
中で計画されている複合施設を、より良い施
設にするために他自治体への視察、また皆様
の生活の足である公共交通を、より充実させ
るため、先進地へ視察を予定しています。

総務常任委員会
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入間東部地区事務組合
　住民の日頃の安心安全を守る消防行政
や、し尿処理、しののめの里による斎場運
営といった衛生行政は三芳町・富士見市・
ふじみ野市の 2 市 1 町（管内人口 26 万
人余り）による広域の事務組合という形で
運営されています。
　平成 30 年 4 月より効率的かつ効果的な
組合運営を行うため、消防組合と衛生組合
が統合して入間東部地区事務組合としてス
タートしました。
　各市町議会から 5 名ずつの議員が事務
組合議員として選出され、三芳町からは細
谷光弘議員・小松伸介議員・鈴木淳議員・
久保健二議員・本名洋議員（議席番号順）
が事務組合議員として活動をしています。

　去る 9 月 27 日に定例議会が開催され、
平成 30 年度の決算や高規格救急自動車、
それに積み込む医療品や医療器具等の導入
についての議案が可決されました。

　平成 30 年度決算は歳入総額 41 億 924
万 3359 円、 歳 出 総 額 37 億 8965 万
291 円となり、歳入の 86.3% を占める各
市町の負担金のうち、三芳町の負担金は 7
億 2365 万 5329 円となりました。

　 歳 出 の う ち 消 防 費 に 28 億 4446 万
7984 円、 衛 生 費 に 2 億 8451 万 4387
円が、住民の皆様の安心・安全が守られ、
清潔で住みよいまちづくりのために支出さ
れています。

　また定例会の後には新たに建設される西
消防署富士見分署の概要の説明会が開催さ
れました。富士見分署は富士見市水子の国
道 463 号沿いに令和 3 年 4 月開署を目標
に建設されることとなります。

高規格救急車について
令和元年度には、ふじ
み野分署配備の高規格
救急車の更新と増車予
定の高規格救急車 1 台
の計 2 台が配備される
予定です。
撮影した車両は西消防
署の救急西 2 号車で、
配備予定車両と同型車
両となります。
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提言内容 1
　三芳町が目指す観光の姿とはどのようなもの
なのか、また観光を通じてどのようなまちづく
りを行っていくのかを広く町民に示し、計画的
に観光施策を実施する必要があると考えるがど
のような状況か。

【回答】
　「三芳町は都心から30㎞圏内にありながら、
今もなお武蔵野の面影が多く残るこの町に愛着
をもって住めるまちづくりをするとともにイ
メージと知名度の向上を図っていく」という想
いのもとに次の3本を柱主軸とした観光戦略を
たて事業を実施してきた。
①�ホームページや SNS、メディアを活用して

の情報発信
②魅力アップイベント戦略
③新たな魅力発掘・発信戦略

提言内容 2
　今ある観光資源を有効に活用するためには、
観光に特化した部署や組織を設置する必要があ
ると考えるがどのような状況か、また観光施策
推進のための人づくりで具体的に進めているこ
とはあるのか。

【回答】
　平成24年度から環境産業課を組織変更し、
環境部門を外し観光部門の強化をすべく観光産
業課に名称変更し、観光に取組む組織として前
面に出した。
　人づくりについては大変重要なことと認識し
ている。今後も様々な取組みをしていきたい。

提言内容 3
　これまで以上に町内外に情報発信を効果的に
行うためには、情報発信のための観光拠点が必
要と考えるがどのような状況か。

【回答】
　観光情報が整理されていない等のご意見をい

　平成30年5月17日に提出した提言書「地域の特長を活かした観光資源の整備」について進捗状
況を確認しました。

ただくことがあり、これを喫緊の課題と認識し
ている。今後はさらに農業体験等の観光資源の
情報を一層集約、発信する拠点を整備していき
たい。

提言内容 4
　三芳町の観光の弱みにおいて「交通の不便や
道路交通網の悪さ」が挙げられた。今後、観光
施策を進めていくためには駐車場の整備や道路
の拡張、歩道や自転車道の整備等のインフラ整
備が必要であると考えるが、今後どのように進
めていくのか。

【回答】
　観光を推進するには交通網の整備や駐車場の
確保はとても重要である。三芳町の現状におい
ては、交通の不便は誰もが認識しているところ
である。今後、「いも街道」、旧島田家住宅周辺
を三芳町の観光の拠点として考えた場合、県土
整備事務所による「いも街道」の歩道整備の早
期の完了が望まれるとともに、旧島田家住宅付
近の駐車スペースの整備等による改善が必要と
考えるところである。

提言内容 5
　観光施策を進め、その目的を達成するために
は期限を区切り計画を立て、その進捗状況を検
証するサイクルが必要と考えるが、今後どのよ
うに進めていくのか。

【回答】
　観光施策の目標達成においては施策の実行と
検証の循環が重要であると承知している。第5
次総合計画中の施策も毎年進捗状況を報告検証
し、計画期間8年間のうち必要が生じた場合は
見直しも行いたい。

政策提言に対する進捗状況を確認
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編集
後記

声の議会だより ： 朗読ボランティア「けやき」の皆さんが朗読したものを
　　　　　　　　三芳町議会ウェブサイトで聞くことができます。
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（金）11 月 29 日
開会の予定です

皆様の傍聴を
お待ちしております

三芳町議会 中継ページ
https://www.town.saitama-miyoshi.lg.jp/
gikai/gikai-chukei.html

次の議会定例会は ▶議会の動画を
　配信しています。

https://www.facebook.com/miyoshimachigikai

議員の一般質問等の動画をインターネット動画配
信サイトYouTube上でご覧になることができます。
本号の記事中にある動画のＱＲコードを読み込む
か、下記ＵＲＬにアクセスしてください。

広報クリニックに参加しました
　令和元年７月９日に全国町村議会議長会主催による議会広報クリニックが開催され
ました。三芳町議会が参加した講義では、講師の埼玉県コミュニティーセンター理事
長の芳野政明氏による広報クリニックを５つの議会が受けました。議会広報が発行の
目的にあった企画・編集になっているか、読みやすさ・わかりやすさを考えて編集さ
れているかなど、様々な視点から広報誌を分析し、解決策を示していただきました。
今後の三芳町議会だよりの作成に役立てていきたいと思います。

　

８
月
30
日
に
始
ま
り
ま
し
た

定
例
議
会
。
９
月
24
日
の
最
終

日
ま
で
、
連
日
の
残
暑
に
元
気

い
っ
ぱ
い
蝉
が
鳴
き
続
け
る
中

で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、

台
風
15
号
の
襲
来
は
千
葉
県
を
中
心
に
大
き

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
被
害
に
遭
わ

れ
た
方
々
に
は
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。
議
会
初
日
に
は
議
場
か
ら
の
避
難
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。
防
災
に
つ
い
て
は
議
会

と
し
て
も
し
っ
か
り
取
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
本
定
例
会
は
決
算
特
別
委
員
会
が

設
け
ら
れ
、
平
成
30
年
度
の
決
算
審
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
予
算
が
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
た
の
か
。
そ
し
て
そ
れ
が
よ
り
良

い
ま
ち
づ
く
り
に
繋
が
る
よ
う
に
と
連
日
長

時
間
に
わ
た
る
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
議
会
の
様
子
を
町
民

の
皆
様
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
よ
う
と
本
委

員
会
は
議
会
だ
よ
り
の
改
革
に
努
め
て
参
り

ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
で
す
。
皆
様

か
ら
の
お
褒
め
の
言
葉
だ
け
で
は
な
く
厳
し

い
ご
意
見
も
作
る
者
に
と
っ
て
は
励
み
に
な

り
ま
す
。
皆
様
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
議
会

だ
よ
り
に
す
る
た
め
に
尽
力
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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